
 

 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
1. 検討作業の目的と概要 

労働集約的とみなされる建設業の労働生産性は，一

般には低いと認識されている．岩松[2023]文献（1)は，国

際レベルでの産業別生産性測定のための EU KLEMS デ

ータベースを使い，諸外国建設業との労働生産性の比

較分析を行った．主要国の推移をみると低落傾向にあ

る国が多い中で，日本は近年わずかな上昇を示す．だ

が残念ながら水準は低く，為替の影響を受けにくい購

買力平価PPPsで推移比較した結果は，労働時間当たり

でみても，従業員一人当たりでもみても，主要６か国

中ではいちばん低い位置にある．産業レベルでの労働

生産性の改善には，ICT活用によるDX推進や建設ロボ

ット等の省人化・省力化技術が建設業の隅々に普及す

ることが必要といえるが，その道は険しい． 

本稿では，日本の建設業の新技術開発の特徴は何か，

どんな企業間関係の中で進められてきたのか，等につ

いて，特許情報のデータベースを使い，経緯や動向を

把握することを試みる．  

2. 特許データベースと関連統計 

日本の特許（旧実用新案）の制度は1885（明治18）

年に始まった経緯1があるが，国際的な「工業所有権の

保護に関する 1883 年 3 月 20 日のパリ条約」への加盟

は1899（明治32）年のことである．今日，ほぼすべて

の国に特許制度が普及し，国際的なルール形成が進む．

主要 5 か国の特許当局で構成する IP52の統計レポート

2023 年版によれば，2022 年末に世界で約 17.2 百万件

（前年比4.8％）の特許が公開中で，同年には約3.5 百

万件の特許出願があったが，IP5 がそれぞれ 9 割以上

を占めている． 

特許制度は基本的に国ごとに違うが似た部分もあ

る．特許情報の分類に関しては，国際特許出願に関わ

る世界知的所有権機関 WIPO の国際特許分類 IPC: 

International Patent Classificationが日本でも使われる． 

ウェッブで公開される特許情報は膨大で，個別性も

高い．そうした特許情報を簡易に産業別等で分析した

り，研究開発投資やイノベーション動向をとらえたり

することは一般には困難であった．東京大学の後藤晃

名誉教授，元橋一之教授らを中心に整備されたのが特

許研究用の「① IIP パテントデータベース」であり，

2005 年末にリリースされた．随時アップデートが行わ

れており，（一財）知的財産研究所 IIP のホームページ

で2024 年版が公開中である．このDBは特許庁の「特

許情報標準データ」が基になっており，1964 年以降で，

2023 年 7 月 10 日提供分までの出願公開・登録された

特許約1,531 万件が含まれる． 

 

Table 1 Summary of key statistical data analyzed 
date names number of data 

① IIP Patent Database 

(1964/1/27~2023/6/5)文献（2) 

No. of applications by construction 
company: 231,358 (total no. of 
application: 15,315,099) 

② The NISTEP Dictionary 
of Names of Companies 
ver2022_1 文献（3) 

No. of construction company 
including IIP patent DB: 453 out of 
522 construction companies (total 
no. of company: 31,129)  

③ Connection Table with 
IIP Patent Database(Ver.2024_1) 

No. of company: 14,784 
No. of patent record:12,162,818 
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これに加え，文部科学省 科学技術・学術政策研究所

NISTEP が公開する「② 企業名辞書Ver.2024_1」を本

稿では活用した．これには「特許出願実績を 100 件以

上有する企業，および，株式上場企業」を掲載するが，

IIPパテントDBを含む各種統計調査等のデータベース

との名寄せ・同定がなされている．さらに NISTEP の

「③ IIPパテントDBとの接続テーブル」を利用した．

次章で作業手順を説明するが，これらにより，特許に

含まれる建設企業分の抽出が可能となる．本稿分析対

象の統計資料情報の概要をTable 1 にまとめた． 

3. 建設業の特許出願情報の抽出作業 

IIP パテント DB での建設業情報の抽出は次の手順

で行った．まず，②単一テーブル型 NISTEP 企業名辞

書から日本標準産業分類（大分類）が「建設業」の企

業 522 社の comp_id を抽出し，③ IIP パテントDB と

の接続テーブルの comp_id から ida_seq 番号を抽出，続

いて① IIP パテント DB の出願人テーブル（applicant）

にある ida_seq から特許出願番号 idaを得た．このレコ

ード数がTable 1 にある約23 万件となる． 

なお，IIP パテント DB はこの他に，出願テーブル

（ap），発明者テーブル（inventor），権利者テーブル

（hr），引用テーブル（cc）があるが，これらを ida を

キーに順次，建設業に関係する情報のみを抽出できた．

最後の引用テーブルは審査官引用情報をまとめたもの

で，引用特許番号 citing と被引用特許番号 cited の対応

表である．前者に建設業が関係する特許出願番号 idaが

あるものを Cc1, 後者のそれを Cc2 として別々の建設

業分析用データセットとして用意した．Table 2 にこれ

らのデータサイズを整理した3． 
 

Table 2  Construction Industry Patent Analysis Data 
Table Name Data Object Data Size (row x col) 

1. 出願テーブル Ap 229,786×14 
2. 出願人テーブル Applicant 237,900×9 
3. 発明者テーブル Inventor 650,889×6 
4. 権利者テーブル Hr 267,237×7 
5. 引用テーブル Cc1 / Cc2 910,665×6 / 827,286×6 

4. 建設業の特許出願のマクロな動向 

前章の作業で抽出した建設業情報を使い，特許出願

の長期推移をまとめる． 

Fig. 1 は年間出願数の推移を出願タイプ別にみたも

ので1993 年の9,205 件をピークに漸減に転じ，近年は

4,000 件台を推移する4．なお，DBの基になった特許庁

の標準データの公開は出願後18 か月，審査開始は3 年

以内に開始のルールである．そのため，直近数年は数

が少ないカウントになることに留意する5．データは1.

国内通常出願が過半で，2.国際出願（日本人による）と

4.協定出願（外国人による）が一定数存在する． 

Fig. 2 は DB にある全ての出願数に対して建設業の

それがどの程度を占めるのかをみたもので，Fig. 1 と同

様の総数カーブを描いている．70 年代は1％程度， 90

年代のピークでは3％，近年は1.5％～2.0％に増加推移

している．同様の検討を米国 USPTO のデータで行っ

てみると，E. Fixed Constructionsでは，2015 年1.52％→

2024 年1.54％だから，日本と同水準と考えられる6．  

また，出願後は 3 年以内に審査請求し，特許取得後は

登録へと進み，20 年を経過すると権利消滅することと

 
Source: The IIP Patent Database. See.Table1 and Table 2 

 
Fig. 2  Construction Industry Share of Patent 

Applications (%) 

 
Source: The IIP Patent Database. See.Table1 and Table 2 

 

Fig. 3  Percentage of Patent Applications that Result in 
Requests for Examination or Registration (%) 

 
Source: The IIP Patent Database See.Table1 and Table 2 

 

Fig. 1  Trends in the number of patent applications by 
application types (construction industry; 1964-2023) 



 

 

 

なる．Fig.2 の割合グラフは 90 年代以後は，ほぼ重な

ることから，建設業の特許出願等の動向は全産業のそ

れと際立った違いはないと考えられる7． 

Fig. 3 は出願特許のうち審査請求，登録へと至る割

合を全産業と比較した推移図である．90 年代前半まで

は全産業に比べて高い水準を維持したが，90 年代後半

以降は全産業との差は縮まった．出願数の大小との関

係があるかもしれないが，特許出願が昔はそれだけ真

剣になされていたのではないかとも思える． 

Fig. 4は特許出願の技術分野別の推移を見たもので，

上から 1 番目が建設業全体の内訳で，公告・登録査定

時の筆頭 IPC のSection 分類でみている．近年は減った

が2000 年代以前で無分類が多いのは，古い時代の情報

捕捉不能が原因である一方，近年のそれは審査請求に

至らなかった出願と思われる．2 番目の図はE．固定構

造物の内訳をみたもので，クラスE04.建築物が最多で

ある．3 番目はE.04 建築物の内訳であり，サブクラス

E04B 建築構造一般が最多となった．Table 3 はさらに

グループまでの集計で上位 50 の 1960 年代以降の集計

値と技術分野タイトルを書き出してみた．トップは特

許取得数1,466 件の「修繕・復元・改造・増築，等」の

関係技術で，2 位がシールドに関する技術1,307 件であ

った．上位 50 のSection 分類はE.がほとんどを占める

ことを確認できる． 

Notes: Actual Numbers (left side) and Proportions (right side).  Source: The IIP Patent Database. See.Table1 and Table 2 

 
Fig. 4  Trends in the Number of Patent Applications by IPC Classification in the Construction Industry 1970-2023 

 

Table 3  Top 50 Patent Application Counts by 
Technology (Up to Class & Group Classification) 
   class2 group2 Freq                            title（国際特許分類 2024 年版より） 

1    E04G  23/02 1466               修繕，例．クラックへの充てん；復原；改造；増築 

2    E21D   9/06 1307                 推進するシールドを使用して作成するもの［２］ 

3    E04H   9/02 1281     地震または地盤沈下に耐えるもの（基礎Ｅ０２Ｄ２７／３４） 

4    E04B  1/348 1075 少なくとも室の重要な二側面部分からなるユニットで構成される構 

5    E02D   3/12 1060 地盤中に固結または空隙充てん物質を施すことによる強化（杭の造 

6    E21D  11/10  962 現場でのコンクリート打ちによるもの；そのためのシャッタまたは 

7    E21D  11/04  612 建材によるライニング（Ｅ２１Ｄ１１／０２，Ｅ２１Ｄ１１／１４ 

8    E04B   1/94  605 火災に対するもの（消防Ａ６２Ｃ；木材または類似材料の含侵Ｂ２ 

9    E21D   9/04  557 軟弱層を通ってのトンネルまたは坑道の掘進；他に分類されないそ 

10   E04B   1/24  551                                   金属からなる支持部材のもの 

11   E04B   1/16  518 塊からなる構造，例．永久型枠，荷重支持材料で覆われた仮設構造 

12   E04G  21/14  508 建築要素の搬送または組立（屋根ふきＥ０４Ｄ；仕上げＥ０４Ｆ） 

13   E04G  23/08  506         建築物の破壊（橋の解体Ｅ０１Ｄ２４／００）［１，８］ 

14   E21D   9/08  506                       削孔または切削手段を付加したもの［２］ 

15   E04B   1/58  506                                               棒状建築要素用 

16   E02D   5/80  504                                                 地中アンカー 

17   E02D  27/34  487 地盤沈下または地震地帯に対するための基礎（耐震設備を有する建 

18   E21D  11/40  467 トンネルまたは坑道用ライニングのユニットを取扱いまたは設置す 

19   C03C  27/12  455 合わせガラス（その一部がプラスチック材からなる合わせガラスの 

20   E04B   1/30  452 二以上の材料から構成される支持部材のもの；鋼とコンクリートと 

21   E21D  11/00  449 トンネル，坑道または他の地下空洞，例．大地下空間，へのライニ 

22   E01D  21/00  431         橋の架設または組立てに特に適した方法または装置［６］ 

23   F16F  15/02  424 非回転機構，例．往復運動機構，の振動防止；回転機構と共に運動 

24   C04B  28/02  424       硫酸カルシウム以外の水硬性セメントを含有するもの［４］ 

25   E04B   2/56  424 枠組または柱組からなる壁；耐荷重性の長い部材と結合した壁（Ｅ 

26   E04G  21/16  420     工具または装置（柵を立てるための装置Ｅ０４Ｈ１７／２６） 

27   E04H   1/02  403 住居；一時的な居住のための建築物（制限された業務のための小さ 

28   E02B   3/06  398                         突堤；桟橋；ふ頭；岸壁；水制；防波堤 

29   F24F   7/06  392             強制空気循環手段をもつもの，例．扇風機によるもの 

30   F24F   5/00  375 Ｆ２４Ｆ１／００またはＦ２４Ｆ３／００に適用されない空気調和 

31   E21D   9/12  339 掘削物または掘削土の移送または運搬用装置；作業または積込み台 

32   E02D   5/34  328             現場打ちコンクリートあるいはコンクリート類似の杭 

33   B09B   3/00  326 固体廃棄物の破壊あるいは固体廃棄物の有用物化もしくは無害化［ 

34   E02D  27/00  325                                         下部構造としての基礎 

35   E04B   5/43  325 特殊な設計の床構造；弾性的安定に関連する形状；柱のみでささえ 

36   E02D  27/12  319                                                       杭基礎 

37   E02D   3/10  317 注水，排水，脱気または爆破によるもの，例．砂またはひも状排水 

38   E21D  11/08  314                             既製コンクリートスラブによるもの 

39   E02D 29/045  311 地下構造物，例．地上に建設されるかまたは設置線全体にわたって 

40   E02D  17/20  310                                       斜面または傾斜地の安定 

41   G01C  15/00  307 グループＧ０１Ｃ１／００～Ｇ０１Ｃ１３／００までに分類されな 

42   E21D   9/00  303 ライニングを有するか有しないトンネルまたは坑道；それらを造る 

43   F16L   1/00  283 管の敷設または埋設；水上または水中での管の修理または接合［２ 

44   E04G  21/02  267 打ち込みまたは打ち継ぐことの出来るコンクリートまたは類似のも 

45   E04F  13/08  257 類似した複数の被覆またはライニング要素からなるもの（Ｅ０４Ｆ 

46   E02D   5/20  250 現場において，既製部品とコンクリート，鉄筋コンクリートを含む 

47   E02B   7/00  249 ダムまたはせき；レイアウト，建設，建造の方法または装置（堤防 

48   E04B   1/21  248                           特にそのために用いられる接合［２］ 

49   E04B   1/70  245 乾燥または乾燥状態の保持，例．換気によるもの（シーリングによ 

50   E02D  27/01  242                                                     浅い基礎 

Source: The IIP Patent Database. See.Table1 and Table 2  
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Trends in the Number of Applications Breakdown 
in "E04. Buildings"
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5. 単独出願と共同出願 

このDB には建設企業 453 社

の23.1万件の特許出願情報が含

まれる．出願人テーブルでは，一

つの出願番号 ida に複数の出願

人番号 ida_seq が付くものがあ

り，複数社による共同出願と考

えられる．単独出願数は

226,054，共同出願数は 5,304 で

あった．後者の最大は20 社のも

のが6 件で，1994～1995 年の出

願番号が付いたものだった8．何

れも同一の 20 社による共同出

願であることから，当時の所謂，

総プロ開発技術関係と思われ

た．共同出願数別に集計すると

Table 4 の通りとなる． 

建設企業453社それぞれで単独出願数と共同出願数

をカウントできるから，それらの数を両軸にとり 453

社をプロットした（Fig. 5）．このプロットは建設業の

業種別，企業規模別とした．単独出願だけでも 1 万件

を超える建設企業 6 社はスーパーゼネコン 5 社に積水

化学工業9を加えたものだった．前者は共同出願も 500

を超える水準である．それらをトップランナーにして

建設企業は様々な場所にプロットされる．共同と単独

の比率の目安を青色の斜め破線で入れた．総合工事業

は共同：単独が1：10 のラインをその多くが上回るが，

設備工事業はそれ以下で単独数の方が多い領域に分布

しているなどの違いがある． 

6. 建設業界と他業界との出願数シェア 

特定の特許技術分野，ここでは「E04.建築物」クラ

スとそのサブクラスを取り上げることとするが，当該

分野の出願は建設企業だけで行うとは限らない．Table 

2 の建設業限定のデータセットではなく，IIPパテント

DB 全件から E04 クラスを全て選ぶと N=89,940 件あ

り，A）建設企業のみによる出願，B）建設企業と非建

設企業による共同出願，C）非建設企業のみによる出願

に区分が可能である．数を調べると，A) 22,137 件10（構

成比24.6％），B) 4,560 件（5.1％），C) 63,243件（70.3％）

であった．クラス「E04.建築物」に関しては他に比べ相

対的には建設企業の関与割合が大きいわけだが，非建

設企業の割合の方が実際には大きい．詳しく 6 つのサ

ブクラス別に年次推移図で見た（Fig.6）．サブクラス

毎に違いがあり，A)建設企業のみの構成比が多い順で

は，E04B 建築構造, E04G 足場型枠等, E04C 部分構造

等となる．1990 年前後が比較的多い時期だった． 

Table 4  No. of 
Joint Applications 
 

出願社数     Freq 

単独    1 224,756 

共同    2   3,858 

        3     530 

        4     244 

        5     159 

        6      54 

        7      47 

        8      39 

        9      52 

       10      10 

       11      14 

       12       4 

       13       1 

       14       1 

       15       6 

       19       5 

       20       6 

      Sum 229,786 
 

 

Fig. 5  Plot of 453 construction companies by single or multiple 
application status (1964-2023)  

 

 
Legend: ■ A) Construction only, ■ B) Construction and non-construction, □ C) Non-construction 
 

Fig. 6  Trends in patent application rates by subclass of buildings 
(1971-2020) 
 
Table 5 Ranking of patent applications for general building 
structures (E04B) by construction and non-construction 
 建設系企業名 construction Freq ⾮建設系企業名 Non-construction  Freq 
1             ミサワホーム  1424                        ナショナル住宅産業   795 

2             積水化学工業  1207                              ドーエイ外装   462 

3               竹中工務店  1157                                  松下電工   395 

4                 鹿島建設  1045                              トヨタホーム   285 

5                 清水建設   992                                岡村製作所   257 

6               積水ハウス   837                                新日本製鐵   235 

7           大和ハウス工業   722                               ＹＫＫ ＡＰ   181 

8                   大林組   596                                    クボタ   166 

9                 大成建設   593  ﾜｲｹｲｹｲｱー ｷﾃｸﾁｭﾗﾙﾌ゚ ﾛﾀ゙ ｸﾂ（YKK APの旧社名）   158 

10                  フジタ   276                            フクビ化学工業   155 

11                住友林業   229                            理研軽金属工業   148 

12          旭化成ホームズ   214                                    新日軽   139 

13                  熊谷組   175                                    旭化成   137 

14                戸田建設   135                        アイジー技術研究所   137 

15      巴コーポレーション   108                                    コクヨ   134 

16                東急建設   107                              西川ゴム工業   130 

17              パナホーム   104                                日本軽金属   128 

18            前田建設工業    97                                ＬＩＸＩＬ   124 

19            三井住友建設    92                              トヨタ自動車   115 

20                  奥村組    90                                  三協立山   114 

Notes: Industry classifications are based on the NISTEP classification. Frequency figures 
are for the entire database period and includes aggregated value by former company name. 
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このFig.6 でいう「非建設企業」は具体的には何か．

Table 5 は，E04B（建築構造一般）分野での集計だけと

なるが，企業別の全出願数を，建設企業と非建設企業

とに分け集計した各上位 20 社のランキングである11．

主には住設，建材関連の製造業大手企業であったが，

一部には中小企業もある12． 

7. 特許出願後の登録率の傾向分析 

前章 Table 5 に絡み，出願後に審査請求し登録手続

きに至るのはどれくらいなのか．建設企業と非建設企

業に違いがあるのかを調べた．出願人テーブル

（applicant）の出願人コードが 1990 年 12 月以降に全

ての出願人に付与されたため，ここでは1991 年以降で

分析した．Fig. 7はそれぞれの上位20 社毎に各年の出

願数と登録番号（Ap 表の idr）が付与された数の比か

ら求めた登録率を描いた．また赤いラインはE04B（建

築物）の出願者全体での各年の登録率を示す．2000 年

代初頭に急増した理由は，2001 年 10 月 1 日より審査

請求期間が7 年から3 年に短縮されたためである． 

Fig. 7 から判明するのは，登録率は会社毎の違いが

大きいこと，全体として建設企業と非建設企業には違

いが見られないことである．なお，2020年前後の落ち

込みの理由はコロナの影響も考えられるが，出願後 3

年未満であることや 4 章で説明した直近のカバー率が

小さい点も関係するのであろう． 

8. 研究開発費について 

Table 1 の資料②では建設企業の名称等が判明する．

これをたよりに主要企業の財務諸表を集めたデーベー

スから，研究開発費が売上高に占める比率「売上高研

究開発費比率（％）」等の直近過去約10 年分を集めた．

このデータベースで得られたのは162社の1期～10期

（平均値 8.12 期，中央値 10 期）の値だった．作図の

都合からこれを最低売上高で 2 分し，会社毎の中央値

で並べ直し，箱ひげ図で描いたのが Fig. 8 である．上

下両図のスケールの違いに留意．上の大手企業群では

2％未満だが，下の中企業群では最大約5％である．い

わゆるスーパーゼネコン各社は 1％弱のところに収ま

っている．162 社の単純平均値は 0.422％，中央値は

Notes: The firms shown are the same as those in Table 4. 
 

Fig. 7  Trends in Patent Registration Rates by Top 20 Firms 
 
  

 

 

 
Source: Nikkei Value Search, The NISTEP Dictionary of Names of Companies 
 

Fig. 8  R&D Expenditures to Sales Ratios of Major Construction Firms up to past 10 fiscal years (2016-2025) 
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0.280％であった．研究開発費の比率は産業分野で異な

ることはよく知られており，医薬品は20％前後，輸送

機器や電気機器は5％前後とされている13． 

Fig. 9はこのデータと IIPパテントDBとの企業名の

名寄せができた 60 社で描いたもので，2016～2023 年

各年の売上高，売上高研究開発費比率，特許出願数の

情報をプロットした．年次毎の一般線形化回帰ライン

を描いたところ，徐々に比率が上昇する傾向も見える． 

 
1 高橋是清（1854-1936）が設立に関わった経緯等は特許庁ホ

ームページ「初代特許庁長官高橋是清について」に詳しい．

（https://www.jpo.go.jp/introduction/rekishi/shodai-choukan.html） 
2 世界中の特許の審査プロセスの効率を改善するために設立

された世界最大の 5 つの知的財産事務所のフォーラムである

IP5 を構成するのは，欧州特許庁（EPO），日本特許庁

（JPO），韓国知的財産局（KIPO），中華人民共和国の国家

知的財産管理局（CNIPA），米国特許商標庁（USPTO）の 5
つ．（https://www.fiveipoffices.org/about）統計レポートには世

界知的所有権機関 the World Intellectual Property Organization 
(WIPO)が協力し，作成されている． 
3 筆者作成の建設業分析用のデータベースとなる．基になっ

た IIP パテント DB の５表のサイズについては解説資料「IIP
パテントデータベースユーザーマニュアル（2024 年版）」p.1
を参照．https://www.iip.or.jp/patentdb/pdf/readme_j_2024.pdf  
4 特許庁[2010], p.249 によると、特許出願は 2001 年 439,175 件

がピークだった．特許行政年次報告書における直近統計の値

では，2023 年が 298,671 件である． 
5 特許行政年次報告書の出願件数と Ap 表（出願テーブル）を

突き合わせた（表）．IIP パテント DB のカバー率は 9 割程度

と思われるが，直近は特にその比率が少ない． 
2015年 2016年 2017年 2018年 2019年 2020年 2021年 2022年 2023年 

88.6% 88.9% 88.7% 88.9% 89.5% 89.4% 74.8% 19.3% 3.9% 
 

9. 今後の分析課題と展望 

特許データベース等を使い，建設業の特許出願を中

心に数テーマの分析をしたが，含む情報の一部を取り

出し，アウトラインを時系列的にまとめたに過ぎない

かもしれない．各社毎の保有特許の量・分野，営業利

益などの事業パフォーマンスとの関係の検討，ロボッ

ト技術に関する特許の抽出作業にも至らなかった．引

用テーブル（cc）は特許の引用被引用の関係を捉えた

もので，ネットワーク分析等への展開も考えられる．

建設業における特許の位置づけやあり方，さらに特許

が生産性の向上に向けた課題解決に如何に結び付くの

かの検討も，壮大だが必要な研究視点と思われる． 
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Note: The 60 firms depicted are as follows（Sorted by average sales）:  
鹿島建設, 大林組, 清水建設, 大成建設, 竹中工務店, 長谷工コーポレーション, きんでん, 関電工, 五洋建設, 戸

田建設, エクシオグループ, 前田建設工業,千代田化工建設, 三井住友建設, ＮＩＰＰＯ, 熊谷組, 九電工, 安藤・

間, 西松建設, 高砂熱学工業, 東急建設, 東洋エンジニアリング, 奥村組, 前田道路, 大気社, トーエネック, ユア

テック, 東亜建設工業, 三機工業, 日本電設工業, 中電工, 鉄建建設, 福田組, ダイダン, 東洋建設, 大豊建設, 日

本道路, 淺沼組, 東鉄工業, メタウォーター, 飛島建設, 日本国土開発, 錢高組, 新日本空調, 太平電業, 東亜道路

工業, ライト工業, 矢作建設工業, 若築建設, 大本組, 不動テトラ, 日特建設, テクノ菱和, 明星工業, オリエンタ

ル白石, 中外炉工業, 巴コーポレーション, 日本基礎技術, テノックス, ナカボーテック（平均売上高順） 

 

Fig.9  Sales and R&D Expenses of the Top 60 
Construction Firms 

 

10000 20000 50000 100000 500000 2000000

0

1

2

3

4

主要 社の売上高と研究開発費率60
(2016-2023)

Sales and Operating Revenue (million yen)

R
&

D
 e

xp
e
n
se

s 
to

 s
a
le

s 
ra

tio
 (
%

)

    5

    30

    100

    300

Number of applications per year2016
2017
2018
2019
2020
2021
2022
2023



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.5
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [595.276 841.890]
>> setpagedevice


